




































































・ 序論で提示される 4つの問題提起を 4人グループ内で分担し、各自 1つを担当する。
問題に対する解答が書かれている箇所を探し、要点をまとめる 0~ 個人学習>
• 各自の担当箇所を班内で発表し、筆者の問題提起に対する解答を共有する 0~ グルー
プ学習>
・ 教材の内容に関する確認テスト（選択肢型設間）
b. 研究協議の概要
• 生徒が抱える課題は書くことを苦手としていることである。具体的には、文字を埋め
ることはできるが、要点が抜ける・不適切な助詞の使い方をする・論理一貰性が欠けて
いるといった点に課題が見られる。
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そのため、単元の計画においては、書く活動につなげる構想を心がけている。本単元
では、教材文の構造をつかみ、文章の型を意識させ、最終的には教材の続きに相当する
内容の意見文を壽かせる計画である。
グループ内での共有活動を取り入れているのは、習熟度の低い生徒も含め、クラス全
員が一定程度のレベルで教材が読めることを保障するためである。また、グループ学習
は、個別学習よりも楽しみながら学習を進められるという利点もある。
授業づくりにおいて留意していることは、初めにゴール（学習の到達点）を示すこと
である。特に、古文などの場合、ただ教材を読むというだけでは、生徒の学習意欲が減
退するため、作品のどこが面白いかをゴールとして提示するように心がけている。
机間指導を含めた生徒への個別支援は控えめにしている。わからないことを教師に聞
くのではなく、生徒たち同士で聞き合い、主体的に解決していくことを期待しているか
らである。
発表において書き足りないこと、書き過ぎないことは、班活動において修正されるこ
とを期待し、書き方等のフォーマットは示していない。事前に示した最終的なゴール（イ
ースター島と日本の共通点を見出す）に学習が帰着すれば、その過程は細かくこだわら
ないこととしている。
• 今後の抱負として、生徒の国語への苦手意識を低減し、生徒たちが自分たちで間題を
発見・解決していける授業をしたい。ただし、文章を読む（たとえば、本時で行ったよ
うな、問題とその解答を班活動により共有するなど）ことまでは生徒たちに委ねられる
が、その読みをふまえて書くための課題は教師側から提示しないと学習が深まらないと
思われる。
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